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●人のうごき（３月１日現在）
8,801人（−10）
男4,448人（−8）　女4,353人（−2）
出生3人　死亡18人　転入37人　転出32人
3,880世帯（−3）（　）内は前月比
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令和6年度当初予算 明日の安心を守る　未来創造予算
自転車用ヘルメット購入補助金〜幼児・小学生・中学生用〜
ふるさとチョイスAWARD2023 自治体職員部門日本一！

○第77回維孝館中学校卒業式　3月14日（木）
　中学3年生の頃には、ほぼコロナ前の中学校生活を取り戻した卒業生。
　最高学年として取り組んだ体育大会や文化発表会は、自分たちをより一層成長させました。
　池尻一広校長より「いつも心を込めることを忘れないでいてください」の言葉を胸に64人の
卒業生が新たなステージへの一歩を踏み出しました。



※R3～R4は決算額。 R5、 R6は見込額

一般会計
当初予算 53億9,900万円 対前年度比

+4.3％

歳出

53億
9,900万円

総務費
1,112,235
（20.6%）

民生費
1,410,972
（26.1%）

土木費
671,261
（12.4%）

教育費
659,855
（12.2%）

公債費
536,869
（9.9%）

衛生費
348,257
（6.5%）

消防費
293,708
（5.4%）

農林水産業費
174,090（3.2%）

議会費　87,103（1.6%）
商工費　57,722（1.1%）

その他　46,928 （0.9%）

歳出

53億
9,900万円

人件費
1,278,935
（23.7%）

公債費
536,869
（9.9%）

物件費
804,330
（14.9%）

補助費等
1,152,061
（21.3%）

維持補修費 41,583（0.8%）

普通建設事業費
509,356 （9.4%）

貸付金 200 （0.0%）

災害復旧事業費
29,180 （0.5%）

繰出金
280,944 
（5.2%）

予備費 4,000（0.1%）

扶助費
530,805
（9.8%）

歳入

53億
9,900万円

町税
1,672,740
（31.0%）

地方交付税
1,280,000
（23.7%）

町債
321,700
（6.0%）

各種交付金
357,618

 （6.6%）

諸収入　51,161 （0.9%）

繰入金
392,556
（7.3%）

分担金及び負担金
12,283 （0.2%）寄附金　210,001 （3.9%）

地方譲与税　62,365 （1.2%）

使用料及び手数料
43,151  （0.8%）

その他
　12,037 （0.2%）

府支出金
374,456
（6.9%）

R3 R3R4 R4R5 R5R6 R6

※R3～R4は決算額。 R5、 R6は見込額 ※R3～R4は決算額。 R5、 R6は見込額

63億2,953万円

68億1,627万円 67億5,597万円
65億2,084万円

会　計　名 予　算　額（千円） 前年度比（％）

一 般 会 計 5,399,000 4.3

特

　別

　会

　計

国 民 健 康 保 険 1,105,991 6.1

後期高齢者医療 179,901 16.1

介　 護　 保　 険 897,475 8.2

水 道 事 業 会 計 541,150 9.5

下 水 道 事 業 会 計 852,592 ▲ 11.7

総　　　額 8,976,109 3.6

国庫支出金
608,932
（11.3%）

積立金 230,737（4.3%）

企画財政課☎88-6632

R3 R4 R5 R6

（億円）

5

10

0

（億円）

5

6

4

◦
令
和
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の
安
心
を
守
る

　
　
　
　
未
来
創
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予
算

4億6,802万円

５億2,431万円

4億6,860万円

５億3,111万円

3億7,804万円
4億9,151万円

3億1,941万円

５億3,687万円
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　確
か
な
未
来
を
形
成
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
、

暮
ら
し
の
不
安
要
因
を
減
ら
す
た
め
の
安
心
・
安

全
な
暮
ら
し
の
環
境
づ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
の
育

み
支
援
に
取
り
組
む
た
め
の
予
算
を
編
成
し
ま
し

た
。

一般会計

町の貯金

特別会計等

一般会計

町の借金 町の借金の返済額

歳入

財政調整基金

予算

歳出

地方債残高 公債費

（単位：千円） （単位：千円）

目的別の内訳

性質別の内訳

■財政調整基金の推移 ■地方債残高の推移 ■公債費の推移

町の貯金が減って、借金の返済額が増えているのは、次世代のまちづくり（移住・定住、教育、観光施設）や基盤整備（道づくり等）といった、未来へ
の投資を行っているためです。

義務的経費 （43.5％）

投資的経費 （10.0％）

（注）構成比％については、端数処理により単純に合計しても100％にならない。
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重点施策

利で快適に
過ごせるまち

やかに安心して
暮らせるまち

育てと学びを
応援するまち

気にあふれる
交流のまち

便

健 子

活

恵まれた自然環境を守り育てるとともに、道路整
備や交通の利便性の向上などを推進します。

地震や火災、豪雨等の災害対策をはじめ、交通事
故や犯罪防止に取組むとともに、保健・医療体制
の充実を図り、暮らしの不安要因を減らします。

子どもを産み育てる環境と教育、生涯にわたる人
間性豊かな成長や暮らしの充実を推進します。

地域資源を活用しながら、移住定住や産業・観光振興、雇用
創出につなげ、多様な世代で賑わうまちづくりを推進します。

４

行

◇自転車乗車用ヘルメット普及促進事業費 新規�757千円
　自転車の交通安全対策として、ヘルメットの着用を促進するため、中
学生以下が使用する自転車乗車用ヘルメットの購入費用の一部を補助し
ます。

◇災害時避難所物資整備事業費 拡充� 3,418千円
　災害時の断水に備え組立式の給水タンクを新規調達するほか、生活物
資の備蓄や防災資機材の整備・充実を図ります。

◇木造住宅耐震改修等事業費 拡充� 8,212千円
　建築基準法改正（昭和56年）以前の基準により建築されている木造
建築物について、耐震診断及び耐震改修等に対して補助を行います。

◇宇治⽥原⼭⼿線整備事業費 継続　� 121,517千円
　新名神高速道路（仮称）宇治田原ＩＣ、（仮称）大津ＳＩＣ及び京滋
ＢＰ南郷ＩＣへのトリプルアクセスを可能にする道路ネットワークを構
築するため、宇治田原山手線の整備を行います。

◇宇治⽥原⼭⼿線関連事業費（工業団地線） 継続� 100,000千円
　安全で災害に強い道路整備を計画的に進めるため、その骨格となる宇
治田原山手線と関連する宇治田原工業団地線の整備を行います。

◇新生児聴覚検査費用助成事業費 新規� 188千円
　聴覚障がいの早期発見及び療育を図り、音声言語発達遅滞等への影響
を最小限に抑えることを目的に、新生児聴覚検査に要する費用の一部を
助成します。

◇出産・子育て応援事業費 新規� 5,285千円
　妊娠期から出産・子育てまで一貫した伴走型相談支援の充実を図ると
ともに、出産育児関連用品の購入等に係る経済的支援を行います。

◇「ハートのまち」移住定住プロモーション事業費 継続� 1,164千円
　「京都に、宇治田原町。」「うじたわらいく」ほかを前面に打ち出した
シティプロモーションを行い、まちの活力や定住の促進等につなげます。

◇お茶の京都観光まちづくり推進事業費 継続� 4,602千円
　「日本緑茶発祥の地」としての強みと歴史に育まれた特色ある観光資
源を活用し、観光によるまちづくりを推進します。

◇第６次まちづくり総合計画策定事業費 継続� 9,150千円
　町のまちづくりの基本的な指針となる第５次「まちづくり総合計画」
及び第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の計画期間の終了を見
据え、次期計画（令和７年度～16 年度）を一体的に策定します。

◇行政改革・行政評価推進事業費 継続　� 107千円
　「第7次行政改革大綱」及び同「実施計画」の着実な推進のため、外
部評価委員会による進行管理を行います。

「第5次まちづくり総合計画」と「第2期地域創生総合戦略」の推進のための重点施策事業。

つのまちづくりの基本目標

政の基本姿勢

◉地 ◉効果的な行財政運営

◆未来挑戦隊チャレンジャー育成PROJECT
　ふるさと納税を活用し、「未来を担う子どもたち」の夢を応援する
宇治田原町ならではの特色ある取組を実施します。
　子どもたちが大人になったときに、このまちのおかげで成長した自
分があると思ってもらえるような、子どもたちへの直接・投資的要素
のある事業を積極的に実施することでシビックプライド※の醸成を図
ります。
※まちや故郷に誇り・愛着を持つこと、まちづくりに関わることへの自負。

◦保育所心を育む茶レンジャー育成事業費 継続� 200千円
　専門家による保育士への研修や知育玩具等の活用により、子ども
の自己肯定感や主体性、表現力・創造力を養います。

◦先端プログラミング教育推進事業費 継続� 1,486千円
　小中学校で、Society5.0を生きる人材を育成するため、実社会
にリンクするプログラミング学習授業を行います。

◦ふるさと応援キャリア教育事業費 継続� 530千円
　町内企業と連携した商品開発授業を実施。中学校生徒のシビック
プライドの醸成やキャリアデザイン力の育成を図ります。

◦アプリで心の健康ケア推進事業 新規
　「心の健康観察アプリ」を導入し、心の不調を学校が早期に把握
する仕組みを整備することにより、児童生徒の心のケアを進めます。

◦創造力を育む親子創作あそび講座 新規
　専門家を講師に普段からできるブロック（知育玩具）等を活用し
た創作あそびを体験。あそびを通じた、表現力、創造力、コミュニ
ケーション力、数の概念理解を養います。

◦プロフェッショナルによるキャリア・STEAM教育特別授業 新規
　航空会社のプロフェッショナルを講師に、自分や世界、地球の未
来を考える機会と、児童の STEAM やキャリアに関心を深めるきっ
かけを提供します。

域コミュニティやまちづくり参画意識の向上と、住
民・行政のパートナーシップの構築

広報うじたわら 令和６年４月号03
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固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　
納
付
が
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る
と
延
滞
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が
課
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こ
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が
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ま

す
。
納
付
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み
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忘
れ
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替
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ご
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だ
さ
い

軽
自
動
車
税
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別
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）
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免
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請
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コ
ン
ビ
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ス
マ
ホ
決

済
ア
プ
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付
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車
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４
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帳
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覧
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を
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。
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、
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ま
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※�

口
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替
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続
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が
完
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す
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ま
で
１
～
２
週
間
程
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か
か
る
場
合
が
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り
ま
す
。

取
扱
機
関
　
京
都
銀
行
・
京
都

中
央
信
用
金
庫
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都
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し

ろ
農
業
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・
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号
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。
申
請
の

際
に
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
」
か
「
個
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。
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縦
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縦
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縦
覧
場
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証
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）

①健康対策課窓口または
Ｗｅｂにて必ず事前
にお申し込みくださ
い。（郵送可）

　必要なもの　保険証
　申込締切　4月30日
（火）

↓
②希望する医療機関へ連
絡し、受診日を決め
てください。

　受診期限
　【国保】5月10日（金）
～12月31日（火）

　【後期高齢者】5月10日
（金）～令和7年3月
31日（月）

↓
③５月上旬に利用券を郵
送交付します。

↓
④利用券、保険証、自己
負担分の費用額を持っ
て受診

人間ドック
受診方法

　
「
国
民
健
康
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」
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「
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期
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療
保
険
」
の
加
入

者
を
対
象
に
①
人
間
ド
ッ
ク
②

脳
ド
ッ
ク
の
助
成
を
し
ま
す
。

　受
診
に
は
事
前
申
請
と
利
用

券
が
必
要
で
す
。
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す

方▼
町
の
国
民
健
康
保
険
に
継
続

し
て
１
年
以
上
加
入
し
て
い
る

被
保
険
者
ま
た
は
、
本
町
に
継

続
し
て
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
後
期
高
齢
者
医
療
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千
円
②
脳
ド
ッ
ク
の

み
＝
２
万
円
③
人
間
ド
ッ
ク
と

脳
ド
ッ
ク
＝
４
万
円

申
込
期
限
　
４
月
30
日
（
火
）

受
診
期
限
　
国
保
＝
12
月
31
日

（
火
）
後
期
高
齢
者
医
療
＝
令

和
７
年
３
月
31
日
（
月
）

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
診
不
可

申
込
方
法
　
窓
口
（
郵
送
可
）

ま
た
は
Ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
申
し
込
み

委
託
医
療
機
関
以
外
で
受
診
す
る

場
合

▼
委
託
外
の
医
療
機
関
で
受
診

す
る
場
合
で
も
利
用
券
は
必
要

で
す
。

※�

委
託
外
の
医
療
機
関
で
受
診

す
る
場
合
は
助
成
の
方
法
や

受
診
期
限
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年金から新たに天引きする方に
「仮徴収のお知らせ」を送ります

福祉課（介護）☎88‐6635
　健康対策課（後期・国保）☎88‐6610

　３つの保険税・料を引き続き特別徴収（年金天引
き）する方は、２月納付分と同額を４・６・８月に
仮徴収します。また４月から「新たに特別徴収する
方」には、仮徴収額決定通知書をお送りします。
　次に該当する方は、年６回の年金受取りの際に、
保険税・料を２か月分ずつ納付いただきます。

◉介護保険料
　65歳以上で特別徴収の対象となる年金が年額で
18万円以上

◉国民健康保険税
・世帯主が国民健康保険に加入している
・世帯の国民健康保険加入者がすべて65歳以上75
歳未満
・介護保険料が特別徴収されている
・介護保険料と国民健康保険税の合計額が、年金額
の２分の１未満
・特別徴収の対象となる年金が年額で18万円以上

◉後期高齢者医療保険料
・介護保険料が特別徴収されている
・介護保険料と後期高齢者医療保険料の合計額が、
年金額の２分の１未満
・特別徴収の対象となる年金が年額で18万円以上

※�仮徴収 ▲ ▲ ▲ 前々年（令和４年の所得をもとに仮
の保険税・料で特別徴収（２月と同額）すること。
前年所得が確定したら保険税・料を算出し、仮徴
収した額と調整のうえ、10月以降の年金から残
額を徴収します。

Web申込は、
右記から可能
です。

・ 健康対策課☎８８‐６６１０

◉介護保険／国保／後期高齢

　
納
付
書
で
納
付
す
る
場
合

は
、
24
時
間
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
マ

ホ
決
済
ア
プ
リ
で
お
支
払
い
が

で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
決
済
ア
プ
リ

・
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
払
い

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ�

Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書

払
い

・
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ

・
ｄ
払
い

対
象
と
な
る
税
・
保
険
料

　
町
府
民
税
（
普
通
徴
収
）・

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税（
種

別
割
）・
国
民
健
康
保
険
税
（
普

通
徴
収
）・
介
護
保
険
料
（
普

通
徴
収
）・
後
期
高
齢
者
医
療

病気の早期発見のために
令和６年度
人間ドック等の助成受付開始
申し込みは４月30日まで

受付は

４/30
までです
お早めに！

保
険
料
（
普
通
徴
収
）

納
付
で
き
な
い
納
付
書

▼
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て

い
な
い
納
付
書

▼
１
枚
あ
た
り
30
万
円
を
超
え

る
納
付
書

▼
取
扱
期
限
（
納
期
限
）
が
過

ぎ
た
納
付
書

　
な
お
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
印
字

し
て
い
る
納
付
書
は
、
全
国
の

地
方
税
統
一
対
応
金
融
機
関
で

も
納
付
で
き
ま
す
。

　
対
応
金
融
機
関
は
「
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
」
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利

用
し
た
納
付
は
「
地
方
税
お
支

払
い
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※�

「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
は
株
式
会

社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登

録
商
標
で
す
。

車
両
を
お
持
ち
の
方
で
、
納
税

通
知
書
が
４
月
19
日
（
金
）
ま

で
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
共
有
で
お
持
ち
の
土
地
、
家

屋
等
の
固
定
資
産
税
の
納
税
通

知
書
は
、共
有
者
全
員
に
郵
送
。

納
付
書
は
代
表
の
方
に
送
り
ま

す
。
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田辺警察署通信

　３月14日（木）に京都府消防協会綴喜支部表彰
等伝達式が開催され、森本真生分団長が栄えある消
防庁長官表彰永年勤続功労章を受章されました。
　森本分団長は、平成10年に入団後、現在まで25
年間の長きにわ
たり消防団員と
して活動されて
おり、これまで
の功績により表
彰されることと
なりました。

がんばってます！消防団
Fire Busters 総務課 ☎88－6631

森本真生分団長
消防庁長官表彰永年勤続功労章を受章

田辺警察署☎63‐0110

宵待橋西詰は『交差点』です！！
　宵待橋西詰を含む府道大津南郷宇治線（通称「宇治川ライン」）の中央線を補修し
たところ、利用者の方々から「宇治川ラインの方が優先道路か？」「分かりづらい」
といったお話を多数いただいたことから、田辺警察署は京都府公安委員会と調整し、
従前のように同交差点内直近の中央線をなくすとともに、道路利用者の方々に注意喚
起を促す対策を講じることとしました。

皆さん、
〇宵待橋の西詰は『交差点』であること。
〇交差点に進入する際は、どの方向からも徐
行若しくは停止できる速度で進入すること。
をお守りいただき、安全な通行を心がけてい
ただきますようお願いいたします。

　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
羅
針

盤
と
な
る
第
６
次
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
等
の
策
定
、
持
続
可

能
な
行
財
政
基
盤
の
構
築
や
適

正
な
定
員
管
理
に
よ
る
戦
略
的

な
組
織
体
制
の
整
備
、
ま
た
、

都
市
基
盤
整
備
の
推
進
等
の
重

点
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

や
直
面
す
る
行
政
課
題
に
的
確

に
対
応
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た

人
員
を
適
材
適
所
に
配
置
し
、

最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
部
署
で
の
業
務
の
専
門
性

が
増
す
中
、
今
ま
で
の
知
識
や

経
験
を
活
か
し
、
実
務
に
従
事

す
る
と
と
も
に
、
指
導
的
役
割

を
担
う
こ
と
が
で
き
る
職
員
を

配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ョ
ブ

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
施

策
の
企
画
・
立
案
が
担
え
る
職

員
の
育
成
を
図
る
等
、
将
来
を

見
据
え
た
適
材
適
所
の
配
置
に

努
め
ま
す
。

※
（
　
）
内
は
旧
職
。

【
政
策
監
】
▼
総
務
政
策
監
＝

奥
谷
明
（
総
務
担
当
理
事
）
※

特
定
任
期
付
職
員

【
理
事
級
】
▼
総
務
理
事
兼
総

務
課
長
＝
村
山
和
弘
（
総
務
課

長
）
▼
健
康
福
祉
理
事
＝
立
原

信
子
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
長
兼
宇
治
田
原
町
住
民
体
育

館
長
）
▼
理
事
（
都
市
整
備
担

当
）
＝
野
原
正
行
（
京
都
府
）

▼
教
育
委
員
会
教
育
次
長
兼
学

校
教
育
課
長
＝
矢
野
里
志
（
議

会
事
務
局
長
）

【
課
長
級
】
▼
税
住
民
課
長
兼

住
民
税
係
長
＝
奥
西
正
浩
（
健

康
対
策
課
課
長
補
佐
兼
健
康
推

進
係
長
）
▼
福
祉
課
長
兼
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
＝
太

田
智
子
（
福
祉
課
課
長
補
佐
兼

福
祉
係
長
）
▼
子
育
て
支
援
課

長
兼
児
童
育
成
係
長
＝
廣
島
照

美
（
税
住
民
課
長
兼
住
民
税
係

長
）
▼
建
設
環
境
課
長
兼
環
境

係
長
＝
中
村
浩
二
（
福
祉
課
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
介
護
高
齢
係
長
）
▼
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
長
兼
移
住
定
住

係
長
＝
植
村
和
仁
（
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
課
長
補
佐
兼
移
住
定

住
係
長
）
▼
会
計
管
理
者
兼
会

計
課
長
＝
谷
出
智
（
建
設
環
境

課
長
）
▼
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
長
＝
岡
﨑
貴
子
（
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
兼

宇
治
田
原
町
立
図
書
館
長
兼
社

会
教
育
係
長
）
▼
議
会
事
務
局

長
＝
西
尾
岳
士
（
総
務
課
課
長

補
佐
）

【
課
長
補
佐
級
】
▼
総
務
課
課

長
補
佐
兼
安
心
安
全
係
長
＝
西

谷
久
弥
（
産
業
観
光
課
農
林
係

長
）
▼
総
務
課
課
長
補
佐
兼
庶

務
人
事
係
長
＝
松
原
慎
也
（
総

務
課
庶
務
人
事
係
長
）
▼
企
画

財
政
課
課
長
補
佐
兼
ふ
る
さ
と

応
援
推
進
係
長
＝
勝
谷
聡
一

（
企
画
財
政
課
ふ
る
さ
と
応
援

推
進
係
長
）
▼
税
住
民
課
課
長

補
佐
兼
戸
籍
住
民
係
長
＝
茨
木

伸
悟
（
税
住
民
課
戸
籍
住
民
係

長
）
▼
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
福

祉
係
長
＝
小
川
英
人
（
子
育
て

支
援
課
課
長
補
佐
兼
児
童
育
成

係
長
）
▼
健
康
対
策
課
課
長
補

佐
兼
保
険
医
療
係
長
＝
田
中
辰

也
（
健
康
対
策
課
保
険
医
療
係

長
）
▼
建
設
環
境
課
課
長
補
佐

兼
建
設
係
長
兼
管
理
係
長
＝
田

中
寿
生
（
建
設
環
境
課
建
設
係

長
）
▼
ま
ち
づ
く
り
推
課
課
長

補
佐
兼
企
業
立
地
係
長
＝
山
崎

浩
典
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
企

業
立
地
係
長
）
▼
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
課
長
補
佐
兼
学
校

教
育
係
長
＝
明
尾
洋
平
（
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育

係
長
）
▼
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
学
校
給
食
共
同
調
理
場
所

長
＝
市
川
博
己
（
建
設
環
境
課

課
長
補
佐
兼
開
発
指
導
係
長
）

▼
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
課

長
補
佐
兼
宇
治
田
原
町
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
宇
治
田
原

町
立
図
書
館
長
兼
宇
治
田
原
町

住
民
体
育
館
長
＝
木
村
幸
治

（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学

校
給
食
共
同
調
理
場
所
長
）

【
係
長
級
】
▼
福
祉
課
介
護
高

齢
係
長
＝
金
山
奈
津
子
（
福
祉

課
主
任
）
▼
健
康
対
策
課
健
康

推
進
係
長
＝
奥
山
真
悠
（
税
住

民
課
主
任
）
▼
子
育
て
支
援
課

地
域
児
童
係
長
＝
奥
鉄
夫
（
総

務
課
主
任
）
▼
建
設
環
境
課
開

発
指
導
係
長
＝
今
道
忠
司
（
子

育
て
支
援
課
地
域
児
童
係
長
）

▼
上
下
水
道
課
水
道
係
長
＝
松

岡
雅
英
（
建
設
環
境
課
管
理
係

長
）
▼
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
社
会
教
育
係
長
＝
波
部
健

（
建
設
環
境
課
環
境
係
長
）
▼

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宇
治

田
原
町
住
民
体
育
館
係
長
＝
鈴

木
琢
也
（
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
宇
治
田
原
町
住
民
体
育
館

主
任
）

【
主
任
・
主
査
級
】
▼
総
務
課

主
任
＝
清
水
甚
平
（
総
務
課
主

事
（
京
都
府
出
向
）
▼
総
務
課

主
任
＝
木
下
由
太
（
企
画
財
政

課
主
事
）
▼
建
設
環
境
課
主
任

＝
村
田
崇（
建
設
環
境
課
技
師
）

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
任
＝

上
辻
久
光
（
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
主
事
）
▼
上
下
水
道
課
主
任

＝
中
原
肖
子
（
税
住
民
課
主
任

（
京
都
地
方
税
機
構
出
向
）
▼

令和6年4月1日付け

町職員人事異動
総務課☎88‐6631

１
．
趣
旨

２
．
人
事
異
動

上
下
水
道
課
主
任
＝
上
野
翔
三

（
上
下
水
道
課
主
事
）

【
主
事
級
】
▼
企
画
財
政
課
主

事
＝
松
元
大
和
（
健
康
対
策
課

主
事
）
▼
税
住
民
課
主
事
（
京

都
地
方
税
機
構
出
向
）
＝
森
内

健
太
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
主
事
）
▼
税
住
民
課
主
事
＝

髙
山
大
智
（
会
計
課
主
事
）
▼

子
育
て
支
援
課
主
事
＝
音
田
海

吾（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
事
）

▼
子
育
て
支
援
課
保
健
師
＝
太

田
玲
実（
健
康
対
策
課
保
健
師
）

▼
建
設
環
境
課
主
事
＝
細
見
隼

（
産
業
観
光
課
主
事
）
▼
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
主
事
＝
松
本
萌

（
企
画
財
政
課
主
事
）
▼
産
業

観
光
課
主
事
＝
村
上
航
介
（
税

住
民
課
主
事
）

【
新
規
採
用
】
▼
税
住
民
課
主

事
＝
中
森
ま
り
あ
▼
健
康
対
策

課
主
事
＝
村
山
大
典
▼
産
業
観

光
課
技
師
＝
藤
井
義
之
▼
上
下

水
道
課
主
事
＝
山
口
拓
朗
▼
会

計
課
主
事
＝
岩
見
勇
亮
▼
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
主
事
＝
堀

井
大
護

【
退
職
】
▼
星
野
欽
也
（
政
策

監
）
▼
奥
谷
明
（
総
務
担
当
理

事
）
▼
黒
川
剛
（
教
育
委
員
会

教
育
次
長
兼
学
校
教
育
課
長
）

▼
廣
島
尚
夫
（
総
務
課
課
長
補

佐
兼
安
心
安
全
係
長
）
▼
垣
内

紀
男（
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
）

▼
森
本
崇
嗣
（
上
下
水
道
課
課

長
補
佐
兼
水
道
係
長
）
▼
大
橋

照
正（
上
下
水
道
課
業
務
係
長
）

▼
千
馬
圭
子
（
子
育
て
支
援
課

宇
治
田
原
町
立
保
育
所
主
任
）

▼
井
山
陽
子
（
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
学
校
給
食
共
同
調
理

場
主
任
）

【
退
職
・
再
任
用
（
短
時
間
）】

▼
子
育
て
支
援
課
専
門
官
＝
岩

井
直
子
（
子
育
て
支
援
課
長
）

▼
議
会
事
務
局
専
門
官
＝
長
谷

川
み
ど
り
（
会
計
管
理
者
兼
会

計
課
長
）
▼
建
設
環
境
課
専
門

員
＝
堀
井
克
明
（
建
設
環
境
課

主
任
）

広報うじたわら 令和６年４月号05
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令和5年度教育委員会表彰
　町の教育、学術やスポーツ、文化の振興、
発展に貢献された方を表彰する教育委員会
表彰。令和５年度の受賞者と成績等は次の
とおり（敬称略。学年は令和５年度当時）

今西栗子（宇治田原小学校１年）＝

令和５年度家族ふれあい大賞第27回明る
い家庭づくり（家族の日）絵画展…京都府
教育委員会教育長賞

西野杏莉（宇治田原小学校３年）＝

令和５年度人権擁護啓発ポスターコンクー
ル…京都府町村会長賞

葊垣七海（維孝館中学校３年）＝

全日本中学校技術・家庭科研究会第23回
全国中学生創造ものづくり教育フェア…審
査員特別賞

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、

全
て
の
自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
自
転
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
を
促
進
し
、
自

転
車
利
用
時
の
交
通
事
故
に
よ

る
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

自
転
車
を
利
用
す
る
幼
児
、
小

学
生
お
よ
び
中
学
生
が
使
用
す

る
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購

入
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

①
次
の
い
ず
れ
か
の
安
全
基
準

を
満
た
す
新
品
の
自
転
車
乗
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
、Ｊ
Ｃ
Ｆ
マ
ー
ク
、

Ｃ
Ｅ
マ
ー
ク
、
Ｇ
Ｓ
マ
ー
ク
、

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク（
別
表
参
照
）

②
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に

購
入
し
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト

補
助
金
額
　
購
入
価
格
（
上
限

３
千
円
）
　
１
人
に
つ
き
１
個

か
つ
１
回
限
り

自転⾞⽤ヘルメット購⼊補助金

受
付
期
間
　
４
月
１
日
（
月
）

か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日（
水
）

ま
で

申
請
者
　
次
の
各
号
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

①
ヘ
ル
メ
ッ
ト
使
用
者
の
保
護

者
（
保
護
者
親
権
を
行
う
者
、

未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の
者

で
、
未
成
年
者
を
現
に
監
護
す

る
者
を
い
う
。）
で
あ
る
。

②
町
内
に
住
所
が
あ
る
。

③
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

④
補
助
申
請
を
行
う
ヘ
ル
メ
ッ

ト
に
つ
い
て
、
国
ま
た
は
地
方

公
共
団
体
が
支
出
す
る
他
の
補

助
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
。

⑤
宇
治
田
原
町
暴
力
団
排
除
条

例
第
２
条
第
３
号
に
規
定
す
る

暴
力
団
員
等
で
な
い
。

必
要
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
請
求

書
（
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）

②
領
収
書
の
写
し
等
代
金
の
支

払
手
続
が
完
了
し
た
こ
と
を
証

す
る
書
類
（
申
請
者
ま
た
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
使
用
者
名
、購
入
日
、

購
入
店
名
、
メ
ー
カ
ー
、
品
番

（
商
品
名
）、
購
入
金
額
の
記

載
が
あ
る
も
の
）

③
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の

写
し
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、パ
ス
ポ
ー
ト
、

保
険
証
等
）

④
マ
ー
ク
の
確
認
が
で
き
る
も

の
（
認
証
マ
ー
ク
保
証
書
、
写

真
等
）

⑤
振
込
先
口
座
が
確
認
で
き
る

も
の（
通
帳
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
等
の
写
し
）

※
詳
し
く
は
、
町
Ｈ
Ｐ
ま
で
。

～幼児・⼩学⽣・中学⽣⽤～
総務課☎８８‐６６３１

令
和
６
年
度
か
ら
高
齢
者
肺
炎

球
菌
定
期
接
種
・
任
意
接
種
の

対
象
者
が
変
わ
り
ま
す

①
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
65
歳

（
接
種
日
時
点
）
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心

臓
、
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機

能
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
障

が
い
の
あ
る
方

③
①
ま
た
は
②
に
該
当
し
過
去

に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

（
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｐ
）

の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
方

通
知

　
①
・
③
に
該
当
さ
れ
る
現
在

65
歳
の
方
に
は
４
月
中
に
個
別

に
通
知
し
ま
す
。
４
月
１
日
以

降
に
65
歳
を
迎
え
る
方
に
は
誕

生
月
の
翌
月
に
個
別
に
通
知
し

ま
す
。

申
込
方
法

　
健
康
対
策
課
窓
口
で
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
込

接
種
方
法

　
申
込
後
に
配
布
す
る
予
診
票

を
実
施
医
療
機
関
に
持
参
し
て

接
種

費
用

　
２
５
０
０
円
も
し
く
は
無
料

※�

住
民
税
非
課
税
世
帯
・
生
活

保
護
世
帯
の
方
は
無
料

①
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
令

和
６
年
度
中
に
66
歳
～
70
歳
と

な
る
方

②
過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
（
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
Ｎ

Ｐ
）
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
方

通
知
方
法

　
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し

ま
す
。

任
意
接
種
実
施
期
間

　
４
月
１
日
（
月
）
～
令
和
７

年
３
月
31
日
（
月
）

※�

任
意
接
種
は
令
和
６
年
度
の

み
で
す
。

接
種
方
法

　
個
別
通
知
し
た
予
診
票
を
町

内
医
療
機
関
へ
持
参
し
て
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
費
用

　
接
種
費
用
の
２
分
の
１
の
額

（
上
限
４
千
円
）も
し
く
は
無
料

※�

住
民
税
非
課
税
世
帯
・
生
活

保
護
世
帯
の
方
は
無
料

※�

全
額
自
己
負
担
で
接
種
後
、

左
記
窓
口
で
領
収
書
を
添
え

て
償
還
払
い
の
手
続
き
が
必

要健
康
対
策
課
（
☎
８
８
‐
６

６
１
０
）

定
期
接
種
対
象
者

任
意
接
種
対
象
者

対象の
ヘルメット
一覧
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近
年
、
全
国
的
に
ご
み
収
集

車
や
ご
み
処
理
施
設
に
お
い

て
、
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
缶
・
ラ
イ
タ
ー
・
充
電

池
な
ど
が
原
因
と
思
わ
れ
る
火

災
事
故
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

火
災
事
故
が
発
生
す
る
と
、
収

集
車
や
処
理
施
設
に
被
害
が
あ

る
だ
け
で
な
く
、
作
業
地
域
の

住
宅
な
ど
に
被
害
が
及
ぶ
可
能

性
が
あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。

　
ま
た
、
収
集
作
業
員
が
け
が

を
し
た
り
、
収
集
車
や
処
理
施

設
の
設
備
が
破
損
す
る
こ
と

で
、
ご
み
収
集
を
中
止
せ
ざ
る

を
え
な
い
状
況
と
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　
町
内
で
も
、
箱
に
入
れ
て
出

さ
れ
た
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
機

械
で
収
集
車
に
押
し
込
む
際
に

漏
れ
出
た
臭
い
で
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
缶
の
混
入
に
気
づ
い
た
事

例
も
あ
り
ま
し
た
。

　
正
し
く
分
別
す
る
こ
と
で
、

火
災
事
故
は
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
み
の
分
別
を

再
度
確
認
し
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●スプレー缶・カセットボンベ缶
　必ず中身を使い切り、穴をあけずに
「燃やすごみ」の日に燃やすごみと
別の透明の袋に入れて出す。

●ライター
　必ず中身を使い切り、「燃やさないごみ」の日に燃やさないごみ
と別の透明の袋に入れて出す。

●乾電池
　「燃やすごみ」の日に燃やすごみと別の透明の袋に電池のみを入
れて出す。

●充電池・バッテリー・ボタン電池
　絶縁処理をした上で、役場２階建設環境課窓口に設置の回収ボッ
クスに入れる。

　スマホ、タブレットなど充電池が内蔵された小型家電は、役場１
階ロビー・総合文化センター２階ロビーに設置の小型家電回収
ボックスに入れる。

※加熱式たばこは対象外。販売店等にお問い合わせください。

各ごみの出し方

建設環境課☎88‐6639

・ 建設環境課☎88‐6637

火災事故防止
にご協力を！

木造住宅耐
震化等の補
助金

　
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
発
生

し
た
甚
大
な
被
害
を
教
訓
に
、

住
宅
の
耐
震
化
を
強
力
に
促
進

す
る
た
め
、
京
都
府
と
連
携
し

耐
震
改
修
等
に
関
す
る
補
助
金

を
２
年
間
拡
充
し
ま
す
。

対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
木
造
住
宅

①
日
本
建
築
防
災
協
会
発
行

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
誰
で
も
で
き

る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」
の
結

果
、
評
点
が
９
点
以
下

②
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が

住
居
の
木
造
住
宅
。
た
だ
し
、

特
殊
な
工
法
、
型
式
適
合
認
定

に
よ
る
プ
レ
ハ
ブ
工
法
等
の
住

宅
は
対
象
外

助
成
額
　

◦
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
し
、
現
に
完
成
し
て
い
る

木
造
住
宅
＝
５
万
２
千
円

◦
そ
の
他
の
木
造
住
宅
＝
１
万

３
千
円

　
耐
震
改
修
は
、
内
容
に
よ
り

３
種
類
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

①
耐
震
改
修
拡
充

交
付
額
　
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
＝
耐

震
改
修
に
要
し
た
費
用
の
７
分

の
６
（
上
限
１
５
０
万
円
）

※�

従
前
の
助
成
額
は
耐
震
改
修

に
要
し
た
費
用
の
５
分
の
４

（
上
限
１
０
０
万
円
）

◦
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に

着
工
さ
れ
た
住
宅
＝
耐
震
改
修

に
要
し
た
費
用
の
12
分
の
１

（
上
限
10
万
円
）

②
簡
易
耐
震
改
修

交
付
額
　
簡
易
耐
震
改
修
に
要

し
た
費
用
の
５
分
の
４
（
上
限

40
万
円
）

③
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

交
付
額
　
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設

置
に
要
し
た
費
用
の
４
分
の
３

（
上
限
30
万
円
）

　
各
事
業
の
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社協通信

　４年ぶりに再開した昨年同様、桜の下で町内
の福祉やボランティアに対する意識を高め地域
のみんなが互いに助け合える元気なまちづくり
をめざします。
　ボランティアなど福祉関係団体からは楽しい
イベントや模擬店を計画中！

日時　４月6日土　10：00～ 14：30
場所　住民体育館駐車場

・ 社会福祉協議会・ボランティアセンター
　　　☎88‐3294　FAX88‐4094
　　　メール：yasuragi@gamma.ocn.ne.jp

第14回 地域が元気！

福祉まつり
さくら

第22回ボランティアのつどい

＊社協ブースでは高齢者スマ
ホ相談会実施（予約不要）
　中学・高校生ボランティアの
スマホ相談員と交流しましょ
う！

地震による被害家屋

　
耐
震
改
修

　
耐
震
診
断
士
の
派
遣

耐震補強例

　能登半島地震では、上水道が断水し、被災者は
長期間にわたり飲料水や生活用水が確保できない
など、不便な生活を余儀なくされています。
　本町では、これまでから災害の発生により上水
道が断たれた場合に、近隣住民の生活用水を提供
していただける井戸を募集しています。
　井戸の所有は個人・事業者等を問いません。
　住民の皆さまのご協力をよろしくお願いします。
対　象　次のすべてに該当する井戸
・生活用水として使用可能な水量、水質である。
・井戸水をくみ上げることができる。
・災害時に無償で近隣住民に井戸水を提供できる。
・井戸枠などがあり安全である。
・井戸の所在地の公表を了承できる。
登録までの流れ
①井戸の所有者または管理者からの申し出。
②町が水質検査等の結果をもとに登録の適否を判断。
③町は登録した井戸に標識を交付。申出者は門扉
等に標識を取り付け。

災害時の⽣活⽤水協力井戸
登録のお願い

・ 総務課☎８８‐６６３１

･ 総務課☎88－6631

『町民の窓』有料広告を募集
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　　　　　※２枠以上の掲載もできます。

▲ 備考　●広告内容には制限があります。
　　　　●広告の掲載位置は町で決定します。
　　　　●契約は１か月単位から年間まで、ご要望にお応えします。
　　　　●掲載月の前月10日までに原則入稿。

広報うじたわら 令和６年４月号07



子育て支援課 ☎88‐6636

子育て支援
センター事業

4月

日 月 火 水 木 金 土

日付 1 2 3 4 5 6

事業名

時間
場所

内容

7 8 9 10 11 12 13
授乳育児相談
9：30～11：30
はぐ♡くむセンター

14 15 16 17 18 19 20
栄養相談
①10：30～11：30 
②13：30～14：30 
③15：00～16：00 
はぐ♡くむセンター

授乳育児相談
9：30～11：30
はぐ♡くむセンター

子育て相談
9：30～11：30
はぐ♡くむセンター

21 22 23 24 25 26 27

あそびの広場
10：00～11：00
はぐ♡くむセンター
手型・足型アート

あそびの広場
10：00～11：00
はぐ♡くむセンター
絵本読み聞かせ

子育て講座
10：00～11：30
はぐ♡くむセンター
アロマ講座

おでかけ広場
10：00～11：00
銘城台自治会館
親子遊び

あそびの広場
10：0０～11：０0
はぐ♡くむセンター
ミニ運動会

28 29 30

昭和の日

今月の
元気はつらつ！若返り塾

場　　　所 日 時間
総 合 文 化 セ ン タ ー
（おやじエクササイズ） 12日㊎・26日㊎　 午前

高 尾 公 民 館 ５日㊎ 午後
郷 之 口 会 館 11日㊍ 午後
銘 城 台 自 治 会 館 17日㊌ 午前
荒 木 （ や す ら ぎ 荘 ） 19日㊎ 午後
南 区 公 民 館 25日㊍ 午後
岩 山 会 館 ５日㊎ 午前
緑 苑 坂 自 治 会 館 ３日㊌ 午前
禅 定 寺 会 館 12日㊎ 午後
立 川 公 民 館 26日㊎ 午後
湯 屋 谷 会 館 19日㊎ 午前
奥 山 田 会 館 ４日㊍ 午後
※午前＝午前10時～正午、午後＝午後２時～４時

健康のお便り
Health　center 今月の

保健・予防案内

・ 　子育て支援課☎88‐6636

予防接種（BCG）　［対象］５か月～１歳未満
　10日㊌　午後１時10分～１時30分受付
３歳児健康診査　［対象］３歳５～８か月
　12日㊎　午後０時50分～１時30分受付
栄養相談　 　［対象］住民
　　　15日㊊ ①午前10時30分～11時30分
　　　　　　　 ②午後 １ 時30分～ ２ 時30分
　　　　　　　 ③午後 ３ 時～ ４ 時
２歳児歯科健診　［対象］2歳4か月～2歳8か月
　19日㊎　午後０時50分～１時30分受付
乳児後期健康相談　［対象］生後８か月～10か月
　26日㊎　午前９時20分～９時50分受付

　対象者には個別に通知いたします。

場所 ＝いずれも「はぐ♡くむセンター（保健センター）」
　　 　　＝要予約

親子で遊ぶ・学ぶ・集う場の「地域子育て支援センター」
お気軽にお越しください。※事業はすべて予約制です。
プレイルーム利用時間 ▼平日９：00〜16：30
子育てに関する相談を受け付けているほか、ファミサポ会員も募集中です。

あそびの広場	 妊婦さんから就学前の子どもと保護者まで。
	 一緒に遊んで交流しましょう。

おでかけ広場	 町内各地におでかけします。
	 四季折々の宇治田原のステキなところを再発見しましょう。

各 種 事 業	 「栄養相談」「授乳育児相談」「子育て相談」等も実施しています。

・ 地域子育て
支援センタ

ー ☎８８
－６６２２

　　　（は
ぐ♡くむセ

ンター）

　今年度は四季に合わせて、年4回の「ウィーク」を計画しました。
　今月は「スプリング・ウィーク」で下記のイベントを行います。
パパママはもちろん、おじいちゃんおばあちゃんとの参加も大歓
迎です。
　22日（月） 手型・足型アート 10：00 ～ 11：00
　23日（火） 絵本読み聞かせ 10：00 ～ 11：00
　24日（水） アロマ講座 10：00 ～ 11：30
　25日（木） 親子遊び 10：00 ～ 11：00
　26日（金） ミニ運動会 10：00 ～ 11：00

　場所　はぐ♡くむセンター　
　　　　　※25日（木）は銘城台自治会館
　皆さまのお越しをお待ちしています。（要予約）

　事業やイベントによっては、プレイルームを
ご利用いただけない場合があります。
　ご了承ください。

スプリング・ウィーク

子育てサービス
利用支援窓口

平日８:30〜17:15
電話相談も可

芝生広場で元気
いっぱい、いろい
ろな競技に参加し
ましょう！

臨床心理士による要予
約のカウンセリングで
す。些細なことや専門
的なこと、なんでも相
談できます。

お子さんの成長記
録として手型・足
型をとってみませ
んか。

スプリング・ウィーク

おでかけ広場はどの地
区の方でも参加してい
ただけます。

We Belong　みんなで歌おう　わたしたちのうた
「世界自閉症啓発デー」の４月２日からの1週間は

発達障害啓発週間

自閉スペクトラム症
・相手の気持ちや場の空気を読むのが苦手。
・自分の思いをうまく伝えられない。
・初めてすることや突然の変更に対する不安が

強い。
・特定のものごとにこだわる。
・手先が不器用、体の動きがぎこちない。
・こわい音があったり、苦手な感触があったり

する。　　 など

限局性学習症（SLD）
・話しはできるのに文章が読めない。
・文字は読めても、正しく書けない。
・計算が苦手
・一生懸命やっているのに、なまけていると思

われる。　 など

注意欠如・多動症（ADHD）
・気が散りやすく、集中し続けることが難しい。
・細かいところを見落とし、うっかりミスをする。
・忘れっぽく、物をなくすことも多い。
・片付けが苦手
・何かしたいと思うと、結果を考えずに行動する。
・感情が抑えられない時がある。　　 など

運動症群
・手先が著しく不器用で、道具が上手に使えない。
・全身運動が苦手
・姿勢を保つことが難しい。　　　　 など

　脳の発達の偏りなどで、ものごとのとらえ方や行動がアンバランスな発達障がい。
　誰にでも強みや弱みはありますが、発達障がいのある人はその凸凹が大きいことが原因で、周り
の人から誤解されたり、本人も困っていたりします。しかし、苦手なことを周囲や自分自身で理解
していれば、お互いに助け合ったり、自分なりに工夫したりして、上手くカバーできることがあり
ます。まずはその人の特性を理解することが大切です。

　ひとえに「発達障がい」と言ってもその特性は千差万別。名称にとらわれるよりも、どんな個性
なのかを見極め、その人に合ったサポートを考えることが必要です。悩んだ時は一人で抱え込まず、
専門家や相談しやすい人に話してみましょう。

主な発達障がいの特性
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暮らしの
情報

＝問合せ先　 ＝申込先

4月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

お
知
ら
せ

こちら消防分署 宇治田原分署　☎88－5500

　春の行楽シーズン到来とともに、屋外での活動が増え
てきます。
　この時期は、降水量が少なく空気が乾燥し強い風が吹
くなど、林野火災が発生しやすい
気候条件となることが多く、火災
発生の増加が懸念されます。
　火災を防ぐためには、レジャー
を楽しむ一人ひとりが注意する必
要があります。

○キャンプ等、火を使用する際は近くに水の入ったバケ
ツなどを用意し、もし火が燃え広がったら、すぐに消火
できるように準備しておく。
○たばこは灰皿などがあるところで吸うか、携帯灰皿を
携行し、投げ捨てなどは絶対にしない。
○紙くずなどのごみ類は火災発生の原因、延焼拡大の原
因となるため各自のごみはきちんと持ち帰る。

行楽期における火災の防止

春の行楽期を火災のない楽しいものにするために

【一人分栄養価】
エネルギー　124kcal	 タンパク質　16.7ｇ
脂質　　　　5.8ｇ	 塩分　　　　0.6ｇ

①　鯛は半分に、豆腐は６分の１の大きさに切る。
　　ほうれん草はゆがいて５㎝の長さに切る。しめじ
は房に分ける。

②　やや深みのある器に、鯛、豆腐、しめじを盛り合
わせ、めんつゆと水を入れた、だし汁を廻しかけ
る。

③　フライパンに水を２㎝位入れて、ペーパータオル
を敷いて火にかけ、煮立ってきたら、火を止めて
②を器ごと入れて、蓋をして１０分～１２分蒸す。

④　③にほうれん草を添えて、お好みでポン酢をかけ
て味の調整をしてください。

鯛の代わりに、生たらなどの白身魚でも、簡単に美味し
くできます。

鯛…………… ４切　240ｇ
木綿豆腐…………… 180ｇ
ほうれん草…………… 60ｇ
しめじ………………… 72ｇ
めんつゆ…………………大４
水…………………………大４

（４人分）材　料 作り方

　
令
和
６
年
４
月
～
令
和
７
年

３
月
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
万
６
９
８
０
円
で
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

て
い
な
い
状
態
で
、
障
が
い
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

発
生
す
る
と
、
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
を
受
給
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
経
済
的
な
理
由
で
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
免
除
の
申
請
が
可

能
で
す
。

・

健
康
対
策
課
（
☎
８
８

‐
６
６
１
０
）
／
京
都
南
年
金

事
務
所
（
☎
０
７
５
‐
６
４
４

‐
１
１
６
５
）

納
め
て
安
心
　
国
民
年
金

　
学
生
の
方
で
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請

後
に
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
（
２
年

１
か
月
前
の
保
険
料
か
ら
申
請

可
）。

　
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

令
和
６
年
度
分
の
受
付
開
始

申
込
方
法
　
学
生
証
（
写
し
の

場
合
は
両
面
）
か
在
学
証
明
書

を
窓
口
へ
持
参

※�

前
年
度
に
承
認
さ
れ
た
方

で
、
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
た
は
が
き
（
申
請
書
）
を

返
送
し
た
方
は
手
続
き
不
要
。

・

健
康
対
策
課
（
☎
８
８

‐
６
６
１
０
）
／
京
都
南
年
金

事
務
所
（
☎
０
７
５-

６
４
４

‐
１
１
６
５
）

　
母
子
家
庭
の
お
子
さ
ん
の
教

育
や
養
育
に
必
要
な
経
費
に
対

し
て
奨
学
金
等
が
支
給
さ
れ
ま

す
。昨
年
度
受
給
さ
れ
た
方
も
、

改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
期
限
　
１
次
申
請
＝
５
月

31
日
（
金
）〈
１
年
分
支
給
〉

※�

６
月
１
日
以
降
に
申
請
が

あ
っ
た
と
き
、
ま
た
は
年
度

途
中
に
支
給
対
象
と
な
っ
た

場
合
は
、
月
割
り
支
給
と
な

り
ま
す
。

府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

（
☎
６
３
‐
５
７
４
５
）

子
育
て
支
援
課
（
☎
８
８
‐

６
６
３
６
）

令
和
６
年
度

母
子
家
庭
奨
学
金

　
教
育
委
員
会
で
は
、
登
下
校

の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し

見
守
り
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

て
ベ
ス
ト
・
帽
子
の
貸
与
や
保

険
加
入
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
地
域
に
よ
っ
て
活
動
の
形
態

は
異
な
り
ま
す
が
、
散
歩
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
中
な
ど
「
で
き
る

人
が
」「
で
き
る
と
き
に
」「
で

き
る
こ
と
」
で
参
加
す
る
「
な

が
ら
見
守
り
」も
歓
迎
し
ま
す
。

　
協
力
い
た
だ
け
る
方
や
登
録

の
有
無
が
不
明
な
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
（
☎
８
８
‐
６

６
１
２
）

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
公
費
で

接
種
で
き
る
機
会
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
３

月
で
終
了
し
ま
す
。

　
な
お
、
接
種
回
数
は
全
３
回

で
、
接
種
終
了
す
る
ま
で
に
半

年
か
ら
１
年
程
度
か
か
り
ま

す
。

対
象
者
　
平
成
９
年
度
～
平
成

19
年
度
生
ま
れ
の
女
性

任
意
接
種
償
還
払
い

　
対
象
者
の
中
で
、
積
極
的
勧

奨
の
差
控
え
中
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
を
任
意
接
種
さ
れ
た
方
へ

の
償
還
払
い
の
申
請
も
令
和
７

年
３
月
で
終
了
し
ま
す
。
申
請

が
ま
だ
の
方
は
、
お
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
４
月
２
日
（
火
）
以

降
に
転
入
さ
れ
た
対
象
の
方

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

健
康
対
策
課
（
☎
８
８
‐
６

６
１
０
）

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対
象
者
の

方
へ
　
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ

ン
の
公
費
で
の
接
種
と
任
意

償
還
払
い
が
終
了
し
ま
す

　
府
で
は
、
宇
治
田
原
都
市
計

画
に
お
け
る
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
更
案
作
成

の
た
め
、公
聴
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
４
月
25
日
（
木
）
午
前

10
時
～

場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１

公
述
申
出
　
ご
意
見
の
あ
る
方

は
、
４
月
12
日
（
金
）
午
後
５

時
15
分
ま
で
に
、
京
都
府
都
市

計
画
課
に
公
述
申
出
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
　
変
更
案
の
関
係
図
書
は

３
月
29
日（
金
）か
ら
４
月
12
日

（
金
）
ま
で
左
記
で
閲
覧
可
能

▼
府
都
市
計
画
課

▼
山
城
北
土
木
事
務
所

▼
役
場
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

備
考
　
公
述
申
出
が
な
い
場
合

は
、公
聴
会
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

府
都
市
計
画
課
（
☎
０
７
５

‐
４
１
４-

５
３
２
８
）
／
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
８
８
‐

６
６
１
６
）

都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会

　
公
共
下
水
道
や
町
設
置
浄
化

槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
使

用
人
数
に
変
更
が
あ
れ
ば
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　
水
道
水
以
外
の
井
戸
水
な
ど

を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
料
金

が
使
用
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
‐
３

３
３
７
）

下
水
道
・
町
設
置
浄
化
槽
使
用

人
数
に
変
更
が
あ
れ
ば
届
出
を

　
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
な
け
れ

ば
、
目
的
を
果
た
す
こ
と
は
で

き
な
い
下
水
道
。
下
水
道
が
使

下
水
道
に
早
期
接
続
を

え
る
区
域
内
の
方
は
、
遅
滞
な

く
下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
法
律
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
公
衆
衛
生
や

河
川
な
ど
の
水
質
改
善
の
た
め

に
も
、
速
や
か
に
下
水
道
に
接

続
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
接
続
工
事
は
、
町
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
し
て
い
る
排
水
設
備

指
定
工
事
店
に
依
頼
し
、
事
前

に
確
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
普
及
促
進
奨
励
金

　
下
水
道
へ
の
接
続
（
切
替
）

工
事
を
行
っ
た
方
に
２
万
円
を

交
付
し
ま
す
。

水
洗
化
相
談
窓
口

　
上
下
水
道
課
に
水
洗
化
工
事

（
排
水
設
備
の
接
続
替
え
）
の

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、

工
事
費
用
に
応
じ
た
「
融
資
の

あ
っ
せ
ん
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
‐
３

３
３
７
）

　
本
年
３
月
31
日
に
、
公
共
下

水
道
の
使
用
で
き
る
区
域
が
拡

大
し
ま
し
た
。
こ
の
区
域
は
受

益
者
負
担
金
の
賦
課
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
区
域
内
に
建
物

を
お
持
ち
の
方
は
、
受
益
者
負

担
金
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

負
担
金
は
、
下
水
道
の
接
続

と
は
関
係
な
く
納
付
が
必
要

で
す
。

　
今
回
新
た
に
対
象
と
な
る
区

域
の
建
物
所
有
者
に
は
、
受
益

者
負
担
金
を
納
め
る
方
を
決
定

す
る
た
め
の
受
益
者
申
告
書
等

を
郵
送
し
ま
す
。

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
送

く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
‐
３

３
３
７
）

下
水
道
の
受
益
者
負
担
金

広報うじたわら 令和６年４月号09
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■地域活性化活動助成金（町制度）
対　象　区・自治会や主に住民で組

織される団体等が、地域社
会の健全な発展を目指し
て、自主的に取り組む主に
ソフト面を中心とした活動

助成額　対象事業費の２分の１以内
で次の額を上限

▽区・自治会＝100万円

▽  主に住民で組織される団体等＝
50万円

■地域交響プロジェクト交付金（府制度）
対　象　子育て、要配慮者支援、防

災などのほか、地域の課題
解決のために、地域の方々
が自主的に取り組む活動

交付額　対象事業費の３分の２以内
で200万円を上限。
うち３分の１相当額は京都
府市町村振興協会から交付

申請期間４月１日（月）～６月28日
（金）

自主的な地域活動を応援！
～活動助成・支援制度をご活⽤ください～
　町や府では、魅力的な地域づくりのため、自分たちで
考えて行動する自主的な地域活動を応援しています。

・ 企画財政課☎８８- ６６３２

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
は
、
専
用
の
ポ
ー
ル
を
使

用
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
こ

と
で
、
通
常
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
比
較
し
て
３
～
４
割
程
度
運

動
効
果
が
高
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
幅
広
い
年
齢
層
や

健
康
レ
ベ
ル
の
方
に
も
取
り
組

み
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
町
で
は
専
用
ポ
ー
ル
を
無
料

で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
18
歳
以
上
の
町
内
在
住

者 ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
専
用
ポ
ー
ル
を
無
料
で
貸

し
出
し
ま
す

対
象
　
自
宅
に
太
陽
光
発
電
設

備
（
発
電
出
力
２
ｋ
Ｗ
以
上
）

と
蓄
電
設
備
を
同
時
に
設
置
し

た
方

補
助
金
額
　
太
陽
光
発
電
設
備

＝
定
格
出
力
１
ｋ
Ｗ
あ
た
り
１

万
円
（
４
ｋ
Ｗ
ま
で
）、
蓄
電

設
備
＝
蓄
電
容
量
１
ｋ
Ｗ
ｈ
あ

た
り
２
万
円（
６
ｋ
Ｗ
ｈ
ま
で
）

※�

あ
わ
せ
て
設
置
費
用
の
２
分

の
１
ま
で

申
請
期
限
　
電
力
需
給
を
開
始

し
た
日
か
ら
６
か
月
以
内

※�

予
算
の
上
限
に
達
し
た
時
点

ま
た
は
今
年
の
12
月
末
で
締

め
切
り
ま
す
。

※�

電
力
を
全
量
売
電
す
る
場

合
、
片
方
だ
け
の
設
置
、
中

古
品
の
移
設
は
対
象
外

・

建
設
環
境
課
（
☎
８
８

‐
６
６
３
９
）

家
庭
用
太
陽
光
発
電
・
蓄
電
設

備
設
置
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
ご
み
の
減
量
や
水
資
源
の
節

約
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
　
町
内
在
住
者

補
助
対
象

①
生
ご
み
処
理
機
（
乾
燥
機
含

む
）
や
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
な
ど

※�

１
世
帯
２
基
ま
で
。た
だ
し
、

５
年
経
過
で
再
度
申
請
可
。

②
雨
水
貯
留
タ
ン
ク

※
１
世
帯
１
基
ま
で
。

補
助
金
額

①
購
入
金
額
の
２
分
の
１
（
上

限
２
万
円
）

②
購
入
金
額
の
４
分
の
３
（
上

限
３
万
円
）

申
請
方
法
　
申
請
書
に
購
入
店

の
領
収
書
と
購
入
商
品
の
写
真

生
ご
み
処
理
容
器
・
雨
水
タ

ン
ク
の
購
入
を
補
助
し
ま
す

を
添
え
て
提
出

※�

予
算
の
上
限
に
達
し
た
時
点

で
締
め
切
り
ま
す
。

・

建
設
環
境
課
（
☎
８
８

‐
６
６
３
９
）講

座

　
聴
覚
障
が
い
へ
の
理
解
を
深

め
、
手
話
で
の
挨
拶
、
自
己
紹

介
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

対
象
　
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
18

歳
以
上
の
方

定
員
　
20
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

期
間
　
５
月
17
日
（
金
）
～
９

月
６
日
（
金
）
の
毎
週
金
曜
日

（
全
16
回
）
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

※
８
月
16
日
（
金
）
は
休
み

会
場
　
京
田
辺
市
立
社
会
福
祉

セ
ン
タ
―
（
京
田
辺
市
興
戸
犬

伏
５
‐
８
）

受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
テ
キ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
・
前
期

ス
ト
代
３
千
円+

消
費
税
は

実
費
・
選
択
講
座
参
加
費
が
必

要
な
場
合
あ
り
）

申
込
期
限
　
４
月
25
日
（
木
）

必
着

申
込
方
法
　
（
ア
）
往
復
は
が

き
に
①
京
田
辺
市
前
期
②
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
③
住
所
④
年
齢

⑤
連
絡
先
（
自
宅
電
話
番
号
・

携
帯
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
⑥
京
田

辺
市
内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い

る
場
合
は
、
勤
務
地
ま
た
は
通

学
先
⑦
返
信
面
に
申
込
者
宛
先

⑧
テ
キ
ス
ト
の
購
入
希
望
の
有

無
を
記
入
し
て
郵
送

（
イ
）
左
記
コ
ー
ド
か
ら
申
し

込
み・

京
田
辺
市
「
手
話
教
室
」

事
務
局
（
〒
６
１
０
‐
０
１
２

　花を協力し合って育てることを通じて生命の尊さに触
れ、やさしさや感謝の心を育む「人権の花運動」。
　今年度は、うぐいす宇治田原幼稚園児が取り組みまし
た。
　昨年10月に園児が植え付け、育てた水仙は、「人権の
花」として啓発標語のカードを添えて、人権擁護委員や
園児から町内の学校や福祉施設に届けられました。
　また、人権の花運動に取り組んだうぐいす宇治田原幼
稚園へは、人権擁護委員から感謝状と記念品が贈呈され
ました。

　厚生労働省京都労働局と「雇用対策協定」を締結し
ました。
　この協定は、全国ネットワークで職業紹介・就業促
進などを一体的に展開する国（ハローワーク）と地域
の実情に応じた各種施策を行う町とが、一緒になって
雇用対策に取り組むために締結するものです。
　締結式に参加した京都労働局赤松俊彦局長は「府県
を結ぶ交通の要衝でもあり、新名神の開通により更な
る活性化が期待できる町。二人三脚で町の発展につな
げていきたい」と述べられました。
　今後は、次のような連携事業を計画しています。
▶就職説明会・相談会
▶ 町内企業・事業所の魅力発信（企業見学バスツアー

等）
▶出張ハローワークなど

思いやりの心を託した「人権の花」
町内福祉施設などに届ける

雇⽤対策協定を締結
働きやすい環境づくりと
町内企業の人材確保に向けて
2月28日

税住民課☎８８‐６６３４

人権相談
　町では毎月第１月曜日、やすらぎ荘で人権擁護委員に
よる人権相談を行っています。

今月は４月８日（月）
午後１時30分から４時30分まで

【支援制度の概要】

・

健
康
対
策
課
（
☎
８
８

‐
６
６
１
０
）
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Information from Town’s library

　
新
茶
シ
ー
ズ
ン
が
迫
り
、

町
内
各
所
の
茶
畑
も
順
調
に

生
育
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
全
国
茶
品
評
会
は

茶
農
家
の
皆
様
！

茶
品
評
会
に
出
品
を
お
願
い
し
ま
す
！

一品でも多くの出品をお願
いします。

静
岡
県
で
、
関
西
茶
品
評
会

の
審
査
は
愛
知
県
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
多
数
の
上
位
入
賞

を
目
指
し
、
一
人
で
も
多
く

の
生
産
者
の
方
の
出
品
を
お

願
い
し
ま
す
。
出
品
に
関
す

る
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

産
業
観
光
課
（
☎
８
８
‐

６
６
３
８
）

　年間ベストランキング１位～３０位の絵
本を展示・貸出しています。ぜひ、手に取っ
てお読みください。

※ 雑誌 MOE が行った全国の絵本専門店・
書店へのアン
ケートの結果
をもとに選ば
れた年間ベス
トランキング
の絵本です。

↓

もっと、京都のいいとこ。
大橋	知沙／著

　ひとり旅でも満たされる京都。

定番からひみつの場所まで、京都

の選りすぐりの約100軒をテーマ

別に紹介する。朝日新聞デジタル

『 ＆ Travel』

連載に加筆修正

し再編集。デー

タ：2023年12月

現在。

学級委員は負けない
小松原　宏子／作

　４年１組の学級委員は、絵にか
いたような優等生タイプでいつも
クールなたよれるヒーローのショ
ウタ。なのにある日、「おまえは、
がっきゅういい
んにふさわしく
ない」と書かれ
た 手 紙 が 届
き ...。
「中学受験風問
題集」付き。

・ 町立図書館　☎88‐5852

今月の予定

図 書 館 だ よ り

※本文はTRC発行の新刊全
点案内から引用しています。

休館日
2・9・16・23・30日（火）
25日（木・館内整理日）
おはなし会

①13日（土）１１：００～
②27日（土）１１：００～
ボードゲーム・デー

①13日（土）１４：００～
② 27日（土）１4：００～

「絵本のじかん」交流会
25日（木）１０：3０～

Ujitawara  Town  Topics 

　公共工事に親しみを持ってもらうため NEXCO 西日
本新名神京都事務所協力のもと、建設中の工事現場で町
立２小学校の４年生79人を対象にした見学会を行いま
した。
　工事現場の事務所では、NEXCO 西日本新名神京都
事務所員の方々をはじめ、工事に携わっている戸田建設
株式会社の職員の方々より、現在のトンネル工事の状況
やトンネルを造る工法などの説明を受け、また掘削工事
の時に出る汚泥の処理方法を特殊な薬剤を使って実演さ
れました。
　参加した児童は、普段見ることのできない光景にわく
わくした表情で、工事現場を見学していました。

恐竜の化石が見つかるかも？
新名神高速道路建設工事現場見学会

3／7

１
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
‐
64

　
社
会
福
祉
法
人
京
都
聴
覚
言

語
障
害
者
福
祉
協
会
　
京
都
府

聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
）
☎

３
０
‐
９
０
０
０
（
平
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
の
み
）・
Ｆ

Ａ
Ｘ
５
５
‐
７
７
０
８

相

談

　
健
診
を
受
け
て
も
結
果
の
見

方
が
分
か
ら
な
い
、
自
分
の
状

況
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
は
な

ん
だ
ろ
う
？
な
ど
の
質
問
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
健
診
結
果
等
が
あ
れ
ば
あ
な

た
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
の
方

法
を
町
保
健
師
と
一
緒
に
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は

気
軽
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
完
全
予
約
制
で
、
秘
密
は
必

成
人
向
け
の
健
康
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す

ず
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
相
談
内

容
に
よ
っ
て
は
関
係
機
関
等
と

連
携
し
、ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

対
象
者
　
18
歳
以
上
の
町
内
在

住
者

日
時
　
月
１
回
　
第
１
火
曜
日

※
祝
日
は
第
２
火
曜
へ
変
更

　�

《
予
約
枠
》
①
午
前
９
時
30

分
～
10
時
②
午
前
10
時
30
分

～
11
時

　
原
則
１
週
間
前
ま
で
に
、
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

・

健
康
対
策
課
（
☎
８
８

‐
６
６
１
０
）募

集

　
当
協
会
は
、
町
内
に
住
む
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
方
と
そ
の
家
族
が
集
う
団
体

で
す
。
障
が
い
の
あ
る
方
の
悩

み
な
ど
を
少
し
で
も
改
善
で
き

る
よ
う
、
各
種
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

身
体
障
害
者
協
会
会
員
を
募
集

動
を
通
じ
て
、
会
員
同
士
の
親

睦
を
図
り
な
が
ら
、
身
体
障
が

い
者
福
祉
の
増
進
を
め
ざ
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
協
会
で
は
、
一
緒
に
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
会
費
は
１
年
間
で
１
千
円
で

す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

身
体
障
害
者
協
会
事
務

局
（
福
祉
課
内
☎
８
８
‐
６
６

３
５
）

　
地
域
づ
く
り
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

等
に
関
心
の
あ
る
女
性
に
学
習

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
機
会

を
提
供
す
る
た
め
の
研
修
で

す
。
地
域
・
職
場
の
課
題
解
決

や
活
性
化
の
た
め
に
能
力
を
発

揮
し
た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
　
グ
ル
ー
プ
学
習
、
現
地

で
活
動
す
る
女
性
団
体
等
と
の

交
流
、
現
地
視
察
な
ど

第
42
回
京
都
府
女
性
の
船

参
加
者
募
集

資
格
　
府
内
在
住
か
勤
務
・
通

学
す
る
18
歳
以
上
の
女
性

定
員
　
35
人

日
時
　
６
月
７
日
（
金
）
～
10

日
（
月
）（
３
泊
４
日
）、
事
前

研
修
５
月
25
日
（
土
）、
事
後

研
修
７
月
６
日
（
土
）

訪
問
地
　
北
海
道

参
加
費
　
４
万
４
千
円

申
込
締
切
　
４
月
18
日
（
木
）

必
着・

府
男
女
共
同
参
画
課（
☎

０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
２
９

２
）
／
企
画
財
政
課
（
☎
８
８

‐
６
６
３
２
）

第
二
十
三
回
全
国
中
学
生
創
造
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア

　
審
査
員
特
別
賞	

葊
　
垣
　
七
　
海
さ
ん

　
　
　
　
（
維
孝
館
中
学
校
３
年
）

京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
創
設
60
周
年
記
念
表
彰

　
優
秀
団
　
　	

Ｆ
Ｃ
鷲
峰
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
感
謝
状
（
団
体
の
部
）	

宇
治
田
原
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
感
謝
状
（
個
人
の
部
）	

垣
　
内
　
登
志
樹
さ
ん

　
　
　
　
（
Ｆ
Ｃ
鷲
峰
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
代
表
）
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くとうてん

　寒い季節が過ぎ、すっかり
春めいて、卒業・入学など出
会いと別れの季節を迎えまし
た。
　大きく環境が変わり、慌た
だしい日々を送られる方もい
らっしゃると思います。
　私は、この間初めてとある
食べ物を生でいただく機会が
あり、美味しく食べたところ
とんでもない腹痛に数日間見
舞われました。恐らく食あた
りだと思われます。
　皆さんもわくわくの新生
活、いきなり体調を崩したり
しないよう規則正しい食生活
を心がけてください。�（也）

備　考　①問診票に必要事項を記入のうえ、会場までお越しください。
　　　　②体調の悪い犬や妊娠中の犬は、注射できないことがあります。
　　　　③都合等により集合注射を受けられないときは、動物診療施設でも受ける

ことができます。ただし、登録や注射済票交付は施設によってはできな
いことがあります。その場合は役場窓口で手続きをしてください。その
際、所定の手数料が必要です。なお、注射が済んでいる場合は注射を受
けた動物診療施設発行の注射済証明書を持参してください。

　　　　④群馬県で未登録・狂犬病予防注射が未接種の犬による咬傷事件もあり、
大きな問題となりました。室内犬であっても、登録と注射は必要です。

登録事項の変更届 　飼い犬の死亡などで登録事項に変更のあった場合は届出が必要
です。

　　　　　　　　※死亡届、町外からの転入・譲受、転居の届出は役場窓口の他、各注
射会場でもできます。

　　　　　　　　※町外への転出・譲渡は、その先の市町村役場で手続きしてください。

狂犬病予防法に基づく犬の登録と狂犬病予防集合注射を行います。
接種を希望する方は、下記のご都合の良い日時に会場までお越しください。
※町の台帳に登録のある犬は、所有者にお知らせを通知しています。

４月11日木
奥⼭⽥会館
　午前９時30分～ 10時00分
湯屋谷会館
　午前10時15分～ 10時45分
禅定寺会館
　午前11時00分～ 11時30分
緑苑坂自治会館
　午後１時30分～２時30分
岩⼭会館
　午後２時45分～３時30分

４月10日水
銘城台自治会館
　午前９時30分～ 10時15分
南区公民館
　午前10時30分～ 11時30分
立川公民館
　午後１時30分～２時00分
荒木公民館
　午後２時10分～２時35分
郷之口会館
　午後２時45分～３時30分

建設環境課☎８８‐６６３９

狂犬病予防注射問診票
飼い主住所　宇治田原町
飼い主氏名              　　　　　  犬の名前
電話番号（　　　）
①現在、愛犬の体調は良いですか。　　　はい・いいえ
②現在、妊娠又は授乳期間中ですか。　　はい・いいえ
③今まで狂犬病予防注射後、体調が悪くなったことがありますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい・いいえ
※�注射を受けられる方は、上記必要事項を記入のうえ、切り取って
必ず当日会場へ持参してください。

※�体調がすぐれない犬は、注射の前に獣医師に申し出てください。

新 規 登 録 申 込 書
飼い主住所　宇治田原町
飼い主氏名　　　　　　　　電話番号（　　）
種　　類　　雑種・（　　　　　　　　　　　　　 ）
犬の名前
性　　別　　オス　・　メス
毛　　色　　白 ・ 黒 ・ 茶 ・ まだら ・（　　　　　）
体　　格　　大 ・ 中 ・ 小
生年月日（年齢）
※�新規登録される方は、上記必要事項を記入のうえ、切り取っ
て、当日会場へ持参してください。

（
切
り
取
り
線
）

（
切
り
取
り
線
）

※お住いの地区でなくても、上記いずれの会場でも受けることができます。

大切な家族のために
狂犬病予防集合注射
対象　生後91日以上の犬
料金　登録と注射＝6,300円
　　　注 射 の み＝3,300円
※既に登録済みの犬は注射のみ。

【町の位置】北緯34度50分東経135度52分海抜146メートル（役場）【町の面積】58.16平方キロメートル

　　　　　▶元気のヒケツ（80歳以上）　写真と「氏名（ふりがな）」・「年齢」・「元気の秘訣（50文字以内）」・「電話番号」▶わが家のアイドル（乳幼児）　
写真と子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」・「メッセージ（25文字以内）」▶うじたわら LIKE なひととき　町内の LIKE な写真と「氏名（ふ
りがな）」・「一言コメント」をそれぞれお送りください。　■	送付先　総務課広報 ☎88－6631　または右 QR から

投稿募集中

種村　色
いろは

葉ちゃん	（2歳1ヶ月）

大越　惺
せいな

心ちゃん	（５歳）

　　　彩
あ お

央ちゃん	（0歳0ヶ月）
大矢　一

かずき

貴ちゃん	（１歳）

いつも元気な色葉ちゃん、お誕生日
おめでとう♪♪

家族が増えました！お姉ちゃんに負
けず強い男の子になってね

２月で１歳！いつもいろんな顔を見
せてくれるかずき君！
毎日楽しくて幸せだよ (^^)

ふるさと納税の優良事例表彰
自治体職員部門で日本一に輝く

　全国各地のふるさと納税を活用した
様々な取組の中から、地域の課題解決や
地域活性化につながった優良事例を表
彰する「ふるさとチョイスＡＷＡＲＤ２
０２３」※において、本町が大賞を受賞
しました。
　今年は、９１事例から４部門各３事例
の計１２事例が最終ノミネート。この12
組が３月16日（土）に東京都内の会場
で発表。本町は、自治体職員部門におい
て、勝谷聡一ふるさと応援推進係長が
「未来挑戦隊ＰＲＯＪＥＣＴは未来を

担う子ども達へのラブレター」と題して
プレゼンテーションし、審査の結果、大
賞に輝きました。
　本町のふるさと納税は、寄附時の使
い道選択を「未来を担う子どもたちのた
めの事業」に限定。プレゼンでは、子ど
もたちの夢や挑戦を応援する「未来挑
戦隊チャレンジャー育成ＰＲＯＪＥＣＴ
（ミラチャレ）」にまつわるストーリー
を披露。将来大人になった時、まちや大
人の関わりがあって成長した自分がある
と思ってもらいたいという思いを込め

てプロデュースし、少しずつまちの中に
変化や共感の輪が広がっていったエピ
ソードなどを話しています。
　１２組の地域愛とユーモア溢れるプ
レゼンをぜひ、ご視聴ください。
※ 主催：ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョ

イス」を企画運営する㈱トラストバンク

↑プレゼンの模様
はYouTubeでご
覧いただけます。
写真㊤ 審査員の
安部敏樹さん（（一
社）リディラバ代表
理事）から表彰され
る勝谷係長

ふるさとチョイスAWARD2023
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